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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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コ
ン
ビ
ニ
売
り

上
げ
が
減
っ
て

い
る
。
消
費
増

税
以
降
、
６
ヵ

月
連
続
で
コ
ン

ビ
ニ
（
既
存
店

ベ
ー
ス
）
の
９
月
の
売
上
高

が
７
３
７
７
億
円
で
前
年
同

月
比
１
・
３
％
減
と
な
っ
た

こ
と
が
　
月
　
日
、
日
本
フ

10

20

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
エ
ー
ン
協

会
の
発
表
で
わ
か
っ
た
▼
消

費
増
税
後
、
６
ヵ
月
連
続
で

前
年
実
績
を
下
回
る
結
果
と

な
っ
た
。
寒
気
の
影
響
で
気

温
が
低
く
、
冷
や
し
麺
や
ア

イ
ス
類
の
売
り
上
げ
が
不
調

だ
っ
た
ほ
か
、
雑
誌
や
、
コ

ン
ビ
ニ
全
体
の
売
上
高
の
２

～
３
割
を
占
め
る
た
ば
こ
が

減
り
続
け
て
い
る
▼
来
店
客

数
は
　
億
５
８
２
５
万
人

12

で
、
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス

1
・
０
％
。
こ
ち
ら
は
７
ヵ

月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
る
▼
実
質
賃
金
が
　
ヵ
14

月
連
続
で
下
が
り
続
け
る

中
、
家
計
の
冷
え
込
み
は
寒

気
の
せ
い
ば
か
り
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

　
黒
1
、
3
の
好
手
順
で
白

を
仕
留
め
ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

第
　
回
税
研
全
国
集
会

54
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0
1
5
年
1
月
　
日
 　
〜
　
日
 　

10

（土）

11

（日）

◆中心テーマ
　『暴走する安倍政権の
　　　庶民大増税路線を斬る』

 —国民本位の税財政をめざして—

　1月10日・全体集会
　　　　　　　　　（12時受付開始・13時開会）
◆講演　二宮 厚美氏（神戸大学名誉教授）
　演題　「安倍政権に反撃する国家的
　　  包囲網の形成と発展可能性」（仮題）

　1月11日 分科会・全体集会
　　　　　　　　　　　　　（開会9時〜15時）

会　場　京都市左京区岡崎天王町51
　　ホテル平安の森京都 ☎075‐761‐3130
京都駅より、地下鉄烏丸線「丸太町」下車（①出口）

　　　　　　　【参加申込は本部まで】

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

昨
年
の
税
研
全
国
集
会
全
体
会
場

　若い職員のみなさん。外部事務、なかでも調査担当のみなさんに何が必要か、「先輩た
ちの後輩に贈る一言」として受け取ってください。
　相手から商売のエキスを引き出す
　個人課税の調査のベテランＡさんから「事業をやっている人は、自分の仕事に誇りを
持っている。永年培った技術・ノウハウ等がある。そのことに触れると、何時間でも得々と話が続く。琴線
に触れる。そうすると、気持ちよく調査が進む。」と話を聞いた。
　何気ない一言が和やかな雰囲気を
　法人課税の調査のベテランＢさんから「応接・居間室で高校生らしい人のトラックを駆けている写真が掛
けてあった。８００ｍの選手ですか、いい走りですねと言ったら、強面の社長の表情が緩んだと、同行した新人
が後から話してくれた。（８００ｍの選手の指摘がズバリそうだった）自分の愛おしい息子を大切に掲示してい
ることを分ってくれる人がいる。それが税務署職員であった。一気に距離感が縮まった。」と話を聞いた。
　調査は担当者の総合力
　法人課税の調査のベテランＣさんから「調査では調査担当者の力が問われる、決め手は総合力です。広い
常識と偏見のないバランス感覚。新聞を読むのは当たり前。全国税がやっている署名だと一切協力しない人
がいる。何が正しいかを自分で考えないで、全国税の署名をするなとの組合の指示に鵜呑みに従う、全国税
に対する偏見がある人は伸びない。自分に自信がある人は、全国税の署名にすらすらと書く。こんな人は幹
部にスーとなる。」と話を聞いた。
　偏見のない職場にするため君の力が必要
　職場には二つの組合があります。全国税が第一組合、関信国税が第二組合です。国税当局が第二組合を育
成してきた経緯があり、未だに全国税に対する差別・偏見がなくなりません。
　先の先輩の一言にあったように、「全国税の署名に協力するな」の指示に闇雲に従うようであれば、税務職
員として、国家公務員として、将来を閉ざすものです。そこには差別と偏見があるから。日本国憲法は差別
を禁じています。職場からも差別と偏見をなくしていく。税務職員としてバランス感覚を身につける必要が
あります。その理解を促進するのは全国税です。全国税に対する理解・協力が進めば、必ずや君の血となり
肉となるでしょう。
　真に明るく風通しのよい職場のために……。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国税関信地連副委員長　水村芳則

真に明るく風通しのよい職場のために
あなたの全国税加入を訴えます

逆転勝訴めざし控訴を決定

　「
公
務
員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」
の
判
決
言
い
渡
し
が
　
月
　
日
　
時
か
ら
東
京
地
裁

10

30

15

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
０
３
号
法
廷
が
原
告
、
傍
聴
人
で
満
席
に
埋
め
尽
く
さ
れ
る

中
、
古
久
保
正
人
裁
判
長
は
、「
原
告
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
」
と
の
主
文
を

読
み
上
げ
、「
労
働
基
本
権
を
制
約
し
、
そ
の
代
償
措
置
で
あ
る
人
事
院
勧
告
に
も
と

づ
か
ず
、
一
方
的
に
賃
下
げ
を
強
行
し
た
こ
と
は
憲
法
　
条
に
反
す
る
」
な
ど
の
主
張

28

を
一
顧
だ
に
せ
ず
、
被
告
・
国
の
暴
挙
を「
合
憲
」と
す
る
不
当
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

賃下げ違憲訴訟に、東京地裁が不当判決

地裁前で幕を掲げる宮内原告（右）

　
裁
判
所
前
で
判

決
の
第
一
報
を

待
っ
て
い
た
全
国

税
組
合
員
、
国
公

労
連
、
支
援
に
駆

け
つ
け
た
各
団
体

の
仲
間
は
、
法
廷

か
ら
走
り
出
て
き

た
山
添
弁
護
士
と

宮
内
原
告
（
国
土

交
通
労
組
）
の
掲

げ
る「
不
当
判
決
」

「
違
憲
認
め
ず
」の
幕
を
見
る

や
「
不
当
判
決
糾
弾
」「
裁

判
所
は
政
府
の
言
い
な
り
に

な
る
な
」「
憲
法
違
反
の
賃
下

げ
は
認
め
な
い
ぞ
」「
我
々
は

勝
利
す
る
ま
で
闘
う
ぞ
」
と

怒
り
を
込
め
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
唱
和
し
ま
し
た
。

　
全
国
税
か
ら
高
橋
誠
さ

ん
、
高
橋
浩
司
さ
ん
、
粟
田

育
治
さ
ん
の
３
人
の
原
告
を

は
じ
め
、
阿
部
委
員
長
、
塩

谷
書
記
次
長
、
東
北
地
連
か

ら
桂
山
書
記
長
、
東
海
地
連

か
ら
田
中
委
員
長
、
江
部
副

委
員
長
ら
９
名
が
地
裁
前
集

会
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　
判
決
は
、
労
働
基
本
権
制

約
の
代
償
措
置
た
る
人
事
院

勧
告
を
も
無
視
し
た
給
与
減

額
に
つ
い
て
、
憲
法
　
条
に

28

は
違
反
し
な
い
と
し
、
国
公

労
連
と
の
誠
実
交
渉
義
務
違

反
も
認
定
せ
ず
、
原
告
ら
の

請
求
を
す
べ
て
棄
却
す
る
と

い
う
不
当
判
決
で
し
た
。

　
国
家
公
務
員
は
労
働
基
本

権
を
制
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
勤
労
者
に
労
働
基

本
権
を
保
障
し
た
憲
法
　
条
28

に
違
反
し
な
い
た
め
に
は
、

代
償
措
置
で
あ
る
人
事
院
勧

告
制
度
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
最
高
裁

で
の
全
農
林
警
職
法
事
件
で

判
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
判
決
で
も
、「
給

与
改
定
・
臨
時
特
例
法
」
に

つ
い
て
、
①
当
該
立
法
に
つ

い
て
必
要
性
が
な
く
、
ま
た

は
②
人
事
院
勧
告
制
度
が
そ

の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
不
合
理
な
立
法
が
な

さ
れ
た
場
合
は
違
憲
に
な
る

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
厳
し
い
財
政

事
情
」
と
「
震
災
に
対
処
す

る
必
要
性
」
が
あ
る
と
の
理

由
を
鵜
呑
み
に
し
、
給
与
削

減
し
な
け
れ
ば
財
源
が
確
保

で
き
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い

て
は
判
断
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
人
事
院
勧
告
に

は
拘
束
力
が
な
い
」「
勤
務
条

件
法
定
主
義
、
財
政
民
主
主

義
に
基
づ
き
立
法
に
は
裁
量

が
あ
る
」
と
の
国
側
の
主
張

を
受
け
入
れ
、
Ｉ
Ｌ
O
　
号
87

条
約
（
結
社
の
自
由
及
び
及

び
団
結
権
保
護
条
約
）
や
　98

号
条
約
（
団
結
権
及
び
団
体

交
渉
権
条
約
）
に
違
反
し
な

い
と
し
ま
し
た
。

　
判
決
は
、
国
家
公
務
員
の

人
権
を
無
視
し
て
無
権
利
状

態
に
置
く
重
大
な
誤
り
を
犯

し
、
判
決
文
中
に
書
か
れ
て

い
る
判
断
基
準
さ
え
形
骸
化

さ
せ
た
不
当
な
も
の
で
、
憲

法
、
法
律
の
解
釈
と
事
実
認

定
の
い
ず
れ
も
誤
っ
た
も
の

で
す
。
判
決
後
の
報
告
集
会

の
場
で
、
国
公
労
連
と
原
告

ら
は
控
訴
し
、
逆
転
勝
利
判

決
を
勝
ち
取
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。

　
こ
の
裁
判
で
は
、
職
場
の

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
ご
支
援
に
感

謝
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
勝

利
判
決
を
勝
ち

取
る
た
め
に
奮

闘
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き

の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

原
告
　
高
橋
　
浩
司

　（
関
信
地
連
）

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
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や
れ
ば
で
き
る
や
ん
！

【
近
畿
地
連
】

確
申
期
の
相
談
受
け
付
け

終
了
の
変
遷

４
年
前

　「
執
務
時
間
は
５
時
ま

で
」
だ
と
頑
な
に
切
り
上

げ
る
こ
と
を
拒
否
。

３
年
前

　
原
則
は
変
わ
ら
ず
。
し

か
し
、「
署
の
実
情
に
応
じ

て
」
と
軟
化
。

２
年
前

　
広
報
文
例
を
　
数
パ

10

タ
ー
ン
示
し
て
、
署
の
実

情
で
早
め
の
来
署
（
所
）

を
促
す
。

１
年
前

　
Ｈ
・
Ｐ
で
早
め
の
来
署

（
所
）
を
促
す
。

今
年
　
Ｈ
・
Ｐ
で
早
め
の
来
署

（
所
）
を
促
す
と
と
も
に
、

打
ち
切
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
、
と
併
記
す
る
署
も
。

　
実
際
、
今
年
の
確
申
期

で
は
打
ち
切
り
に
よ
り
、

相
談
が
長
引
い
て
超
勤
に

な
る
と
い
う
こ
と
が
減
っ

た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
や
は
り
、
言
わ
な
け
れ

ば
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
た

た
か
い
の
成
果
だ
。
多
く

の
署
で
そ
う
な
る
よ
う
に

Ｐ
Ｔ
な
ど
で
取
り
上
げ
て

ほ
し
い
。

職
場
の
声

【
東
海
・
み
か
わ
、
ぎ
ふ
】

Ａ
　
　
月
６
日
の
月
曜
日

10

に
Ｊ
Ｒ
が
始
発
か
ら
運
休

し
ま
し
た
。
あ
る
署
で

は
、
事
前
に「（
自
宅
等
）に

待
機
し
て
い
れ
ば
良
い
」

「
無
理
に
出
勤
す
る
必
要

は
な
い
」
と
周
知
し
た
よ

う
で
す
。
自
分
の
署
で
は

な
か
っ
た
な
あ
～
。

Ｂ
　
自
分
の
署
で
も
無

か
っ
た
よ
。
名
鉄
が
運
行

し
て
い
た
の
で
、
自
腹
で

来
た
よ
。

Ｃ
　
人
間
ド
ッ
ク
日
の
時

間
休
と
か
異
動
期
の
取
り

扱
い
と
か
、
細
か
い
こ
と

は
職
員
周
知
す
る
の
に
、

危
機
管
理
は
地
震
対
応
ぐ

ら
い
な
も
の
だ
ね
え
。

Ｄ
　
超
勤
縮
減
週
間
が
終

わ
っ
て
、「
さ
あ
こ
れ
か
ら

超
勤
し
て
や
る
ぞ
」て
、
言

わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
、
超

勤
縮
減
週
間
ず
っ
と
や
っ

て
ほ
し
い
…
…
。

Ｅ
　
通
則
法
が
改
正
さ
れ

て
、
重
加
事
案
な
ん
か
慎

重
に
な
っ
た
け
ど
、
こ
の

と
こ
ろ
元
に
戻
っ
た
感
じ

が
す
る
ね
。

　「
行
け
行
け
ど
ん
ど
ん

の
感
じ
」「
後
で
大
変
な
こ

と
に
な
ら
な
け
れ
ば
良
い

が
…
…
」
落
ち
着
く
ま
で
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る

か
。

Ｄ
　
審
理
研
修
で
「
局
の

指
示
ど
お
り
の
質
問
応
答

書
や
争
点
整
理
表
で
書
い

た
け
ど
、
負
け
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
も
っ
と
実
態
に

合
っ
た
書
類
や
指
導
を
し

て
ほ
し
い
」

職
場
の
風
通
し

【
東
海
・
小
牧
分
会
】

　
職
場
に
求
め
ら
れ
る
条

件
で
す
。

　
そ
の
風
も
、
上
か
ら
下

へ
、
下
か
ら
上
に
、
ま
た
、

横
か
ら
の
風
も
あ
り
ま

す
。
上
か
ら
も
、
下
か
ら

も
、
同
僚
聞
で
も
双
方
向

か
ら
の
意
患
疎
通
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
、
風
通
し
の

よ
い
職
場
と
言
え
ま
す
。

　
上
意
下
達
の
職
場
で

も
。

局
会
議
　
現
場
知
ら
ず
、

実
情
無
視
の
無
理
難
題
の

会
議
で
も
、
声
上
が
ら
ず

と
い
い
ま
す
。

現
場
　
無
理
を
承
知
で
、

創
意
工
夫
も
な
く
、
部
下

に
投
げ
ら
れ
ま
す
。

〈
解
答
〉
黒
1
、
3
が
大
切
な

手
順
。
白
4
、
6
に
は
黒
5

か
ら
7
で
白
死
で
す
。
黒
1

で
先
に
3
は
白
4
黒
1
白
イ

黒
6
白
7
で
白
生
き
。
黒
3

で
5
は
白
3
で
殺
せ
ま
せ

ん
。

　全国税女性部は、10月20日、国税庁交渉を行い「女性がいきいきと働き続けられる職場にす
るための要求書」を提出して、要求実現を迫りました。
　以下は交渉した主な項目です。

○処遇について　今年度の女性の６級ポスト昇任は１８６人と前年の１４８人から若干増加していま
すが、私たちが要求している年次採用者への発令は増えていません。また、男女のポスト在職者
の率は依然として大きな差があります。発令にあたっては、経験年数を尊重し、性別・組合所属
等あらゆる差別を根絶することを強く訴えました。
○配転について　今回の異動で、長時間通勤のうえ９時出勤から８時30分出勤署に発令になり、
内示の段階で退職した事例がありました。生活破壊・健康破壊につながる配転は行わないこと、本
人の事情をきめ細かく把握するように伝えました。
○仕事について　ゆとりのない職場の状況を伝え改善を要求しました。超勤を見込まない事務計
画を立てていると言いながら現実には超勤が常態化しています。また、５時以降の超勤を規制さ
れることもあり早出したり昼休み時間に仕事をしたりとタダ働きがどこの職場でも蔓延していま
す。超勤をなくすには、仕事を減らすか、人を増やすしかありません。
　現実に即した事務計画をたてること、タダ働きはさせないこと、超勤の予算措置を確実にする
よう局に指示することを要求しました。
　また、事務量に見合った要員を確保することについて追及しました。課税内部、管理運営部門
とも、精通者が育っていないため納税者とのさまざまなトラブルが増えています。特に、管理運
営部門は定員が減らされてきており、仕事を教える余裕がなくなっています。内部事務を軽視せ
ず、精通者を育てていく必要性を訴えました。
○その他　非常勤職員の人的（職員から下に見られ暴言を受けた）・物的な（更衣室やロッカーな
ど）設備がない劣悪な環境の改善を求めました。
　その他、母性保護や両立支援制度の拡充、セクハラ・パワハラの根絶、独身寮の改善等につい
て申し入れました。

 「
長
官
特
命
」を
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
検
証
　
第
３
回

宛
姐
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交
渉
に
臨
む
女
性
部
の
皆
さ
ん

全
国
税
女
性
部

要
求
書
提
出

　
当
局
交
渉
実
施

■
国
専
採
用
者
に

　
　
対
す
る
指
導
・
育
成

　
こ
の
施
策
の
評
価
点
を
国

専
採
用
者
（
　
期
）
へ
の
ア

41

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
求
め
て
い

る
。「
管
理
運
営
部
門
に
先

に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
現
行
の
ま
ま
で
よ
い
」

（
　
・
８
％
）、「
管
理
運
営
事

64務
を
習
得
で
き
た（「
一
通
り

習
得
で
き
た
」「
一
部
習
得
で

き
た
」）（
　
・
７
％
）、「
管

88

理
運
営
部
門
で
得
た
知
識
や

経
験
は
役
立
っ
て
い
る
」

（
　
・
０
％
）。

74　一
方
で
、「
一
年
で
配
置

換
え
に
な
る
こ
と
か
ら
…
指

導
に
対
す
る
無
力
感
や
毎
年

同
じ
こ
と
を
一
か
ら
教
え
る

こ
と
へ
の
負
担
感
を
感
じ
て

い
る
職
員
が
み
ら
れ
る
」
と

し
、
ま
た
、
指
導
す
る
側
の

管
理
運
営
部
門
職
員
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

「
指
導
効
果
に
肯
定
的
な
意

見
は
　
・
０
％
に
と
ど
ま
る
」

52

こ
と
も
示
し
な
が
ら
、「
国

専
採
用
者
の
指
導
・
育
成
は
、

管
理
運
営
部
門
に
お
け
る
重

要
な
事
務
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
若
手
職
員
の
指
導
・
育

成
は
組
織
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
を
、
当
初
配
置
の
意
義
と

と
も
に
、
職
員
に
機
会
あ
る

ご
と
に
明
確
に
示
し
、
職
員

意
識
の
一
層
の
醸
成
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
、

管
理
運
営
部
門
職
員
の
意
識

に
問
題
が
あ
る
か
の
よ
う
に

結
論
付
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
「
一
年
後
に
全

員
を
配
置
換
え
せ
ず
、
一
部

を
管
理
運
営
部
門
に
残
す
」、

ロ
「
当
初
配
置
を
各
事
務
系

統
ヘ
バ
ラ
ン
ス
良
く
行
う
」、

ハ
「
１
年
目
に
管
理
運
営
部

門
で
指
導
を
受
け
、
そ
の

後
、
課
税
部
門
又
は
徴
収
部

門
に
配
置
替
え
さ
れ
た
国
専

採
用
者
の
一
部
を
管
理
運
営

部
門
へ
再
配
置
し
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
唐
突
に
、「
局
署

の
管
理
運
営
事
務
の
基
幹
と

な
る
職
員
の
育
成
を
念
頭
に

置
く
と
、
例
え
ば
、
ハ
の
意

見
の
よ
う
な
、
一
年
目
に
管

理
運
営
部
門
で
指
導
を
受

け
、
そ
の
後
、
課
税
部
門
又

は
徴
収
部
門
に
配
置
替
え
さ

れ
た
国
専
採
用
者
の
中
か

ら
、
職
員
の
適
性
を
十
分
に

考
慮
し
た
上
で
、
一
部
の
職

員
を
管
理
運
営
部
門
に
再
配

置
す
る
な
ど
の
方
策
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と

結
論
付
け
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
施
策
は
、
今
事
務
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
全
国
税
の
要
求
や
職
員
の

意
見
に
押
さ
れ
一
部
、
軌
道

修
正
し
た
も
の
で
は
あ
る
。

10月20日「
内
部
事
務
一
元
化
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方
」（
報
告
書
）の
批
判
的
検
証

　
当
局
が
行
な
っ
て
い
る
大

量
で
一
方
的
な
配
転
は
、
社

会
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
ま

す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
男
女
差
別
を
禁
止
す
る
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
、
七

月
一
日
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　「
間
接
差
別
」が
拡
大

　「
す
べ
て
の
労
働
者
の
募

集
・
採
用
、
昇
進
、
職
種
の

変
更
に
当
た
っ
て
、
合
理
的

な
理
由
な
く
、
転
勤
要
件
を

設
け
る
こ
と
は
、
間
接
差
別

に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
」

と
な
り
ま
し
た
。

　「
間
接
差
別
」
と
は
、
①
性

別
以
外
の
事
由
を
要
件
と
す

る
措
置
で
あ
っ
て
、
②
他
の

性
の
構
成
員
と
比
較
し
て
、

一
方
の
性
の
構
成
員
に
相
当

程
度
の
不
利
益
を
与
え
る
も

の
を
、
③
合
理
的
な
理
由
な

く
講
じ
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　
検
証
な
き
配
転
理
由

　
今
年
も
ポ
ス
ト
発
令
と
と

も
に
、
多
く
の
職
員
が
転
居

し
ま
し
た
。

　
当
局
は
、「
公
務
の
要
請

に
基
づ
き
適
材
適
所
で
行
政

効
率
の
最
大
限
発
揮
」
を
理

由
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
検
証
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
　
こ
れ
ら
は
、「
合
理
的
理

由
」
と
判
断
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　（
１
１
５
７
号
）

合
理
的
理
由
な
き
配
転
は
禁
止

男女雇用機会
均 等 法

問
わ
れ
る
「
公
務
の
要
請
」

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵
（
機
関
紙
「
全
国
税
北
海
道
」
１
１
５
７
・
１
１
６
１
よ
り
）

組
　
改
正
「
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
」
で
は
、
募
集
・
採

用
・
昇
進
・
職
種
の
変
更
な

ど
の
際
に
、
転
勤
要
件
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ

れ
た
。
過
去
の
発
令
を
見
る

と
、
転
勤
・
転
居
を
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
職
員
は
ポ
ス

ト
に
つ
い
て
い
な
い
。
逆
に

言
え
ば
、
転
勤
・
転
居
を
経

験
し
た
職
員
の
み
に
発
令
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、

「
間
接
差
別
」に
当
た
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
。
配
転

の
あ
り
方
を
見
直
す
に
は
、

良
い
機
会
だ
。

官
（
部
長
）
公
務
員
に
は
適

用
除
外
と
な
っ
て
い
る
。
予

備
交
渉
で
改
め
て
協
議
し
て

ほ
し
い
。

組
　
公
務
員
で
あ
っ
て
も
な

く
て
も
考
え
方
は
同
じ
だ
ろ

う
。　
　（
交
渉
特
集
３
号
）

　
　
　
　（
１
１
６
１
号
）

一
方
的
配
転
は
限
界
だ

配
転
の
あ
り
方
を
見
直
せ
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